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１ はじめに 全環研酸性雨広域大気汚染調査

研究部会では，フィルターパック法（FP 法）による乾

性沈着調査を実施している。今回，既存の EANET
データも併せてNH4

+粒子濃度の 2004～2013年度の
長期変化について検討した結果を報告する。 
２ 結果と考察 表 1にNH4

+濃度の 2004 ～2013
年度 10 年平均値を示した。表中の太字の地点は

西日本の 6 地点であるが，概ね値の高い地点が多

く，上位 8 地点のうち 5 地点は西日本の地点であ

った。また，この西日本の 6 地点のうち檮原，隠

岐は remote 地点であり，地域発生源の少ない地点

に存在する。 
そこで，図 1,2 に西日本とその他地域に分けて

NH4
+濃度の 2004 ～ 2013 年度推移（13 ヶ月移動

平均）を示す。西日本では，2004 ～ 2006 年（網

掛け）に急増している。これに対し，その他の地

域では同時期の急増はあまり見られない。 
図3,4にNH4

+の主要なカウンターイオンである

nss-SO4
2-濃度について，同様に西日本とその他地

域に分けて 2004～2013 年度推移（13 ヶ月移動平

均）を示す。西日本では，NH4
+と同様に 2004 ～ 

2006 年（網掛け）に急増しており，一方その他地

域では同時期の急増はあまり見られない。NH4
+

と同様にnss-SO4
2-についても西日本以外では濃度

の急増現象は現れていないものと思われる。 
また，ここに示していないものの，中国の SO2 

排出量は 2004 ～  
2006 年に大きな増加 
が見られ，西日本の 
nss-SO4

2-濃度増加時 
期と一致している。 
NH4

+は nss-SO4
2-の主 

要なカウンターイオ 
ンであることから， 
同時期に西日本で濃 
度増加が起こってい 
るものと考えられ， 
越境汚染の影響を受 
けている可能性があ 
る。 
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図 1  西日本NH4
+ 2004～2013年度推移 

図 2 その他 NH4
+ 2004～2013 年度推移 

 

図 3 西日本 SO4
2- 2004～2013 年度推移 

 

図 4  その他 SO4
2- 2004～2013 年度推移 

 

表 1  2004～2013 年度 
の 10 年平均値 

 
Station

NH4
+(p)

(nmol m-3)
太宰府 116
豊橋 102

神戸須磨 101
加須 93

蟠竜湖 92

檮原 86

伊自良湖 79

隠岐 70

札幌北 65
新潟曽和 59
辺戸岬 49

竜飛岬 46
佐渡関 40

八方尾根 36
利尻 31

小笠原 16 
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